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民家活用と住民参加による
地域づくりを現場で学び交流する



飯豊町の農村計画
半世紀を超える住民参加によるむらまちづくりの歴史



飯豊町1970年～農村計画の歴史

①1970年～1983年
日本の住民参加型農村計画の始動期

②1984年～2001年
地区別土地利用計画
景観環境保全
農村計画研究所による
域学連携の本格期

③2002年～2017年
環境と経済の好循環
グリーンツーリズム
バイオエネルギー
都市農村交流の本格期

④2018年～
自治体SDGsと農村計画研究所再興
いいで農村未来研究所発足
豪雨災害調査と復興



飯豊町の地区区分図及び地区別土地利用マスタープラン



第５次飯豊町総合計画 2021年度～

中津川地区別計画抜粋 東部地区別計画抜粋



人間の世界
自然概念の創造

科学技術対象としての
地球

やりたい放題
無限の開発
無限の欲望
無限の収奪
科学技術の暴走
巨大都市
資本の加速暴走
人新世
資本新生
生物圏＜技術圏

生態系破壊
自然の物質代謝の亀裂
パンデミック
生態系サービス限界
温暖化・海面上昇
気候非常事態
台風・豪雨・洪水

地震
大陸移動

人類非常事態

地球との関係性の
再発見・再創造

生き残り？
公平・分配
社会経済変革

地球

人類を「地球に降り立たせる
（Down to earth）」
ブルーノ・ラトゥール
「テレストリアル」（生命圏・地上・クリティカルゾーン・地球）への再依存」

貧富拡大
南北格差
智の西洋化
都市スラム
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図3 2022年10月7日の調査研究チーム
の現地調査 萩生川 新沼橋

図4 2022年11月13日の研究所第一回塾の翌日
の塾参加者の現地調査 萩生川 新沼橋

2022年豪雨災害調査と報告会（塾）の開催
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専門家集団

　代表　糸長浩司（EAS、農村計画）

　委員　大澤啓志（日本大学、緑地計画）

　　　　大塚生美（森林総研東北支所、林業）

　　　　井原満明（地域計画研究所、防災地域計画）

　　　地区住民検討委員会

椿地区（14名、３班構成（森、

河川・農地、住宅地））

萩生地区（15名、３班（森、河

川・農地、住宅地）構成）

　　　飯豊町行政

・企画課（主担当）

・地域整備課

・農林課

ＷＳ成果報告・意見交換

構想提案の提示と解説

情報提供

ＷＳ成果への意見

ＷＳの指導・現地調査

構想案の提示と解説

WSへの参加

地域の情報提供

提案構想への意見

基本構想の提案と具体的な行動指導への誘い（2025年度以降）

地区協議会と行政との分担と協働の促進

2024年度
小流域での住民参画による防災と快適環境計画づくりに関する研究

推進体制図



萩生上流、旧大平集落、旧新沼集落の森林活用構想



萩生川上流部の旧山間集落の価値再評価



itonagakoji@outlook.jp項目 いいでSDGs型復旧の方向性

基本
自然（森・川・里）と人の関係性を修復し、自然による修復解決（NbS）、

持続可能ないいで文化に生きる

山

森林知（地すべり、拡大造林の歴史、所有状況、かつての土地利用・集

落の歴史）、林班単位での生態系保全と連動した施業と保安林の管理、

森林贈与税活用、森林（自然）との関係性の再構築、いいで森文化

川

60年前の川への回帰、支川と本川の合流点の遊水・遊砂地、地域の河川

環境文化の再生、河川沿いの農地利用の方法、

多自然河川・緩い土手、沈下橋・流れ橋、いいで川文化

農地・

用排水

圃場整備前の農地・水路への見直し、農地・水路の自然傾斜を生かす、

用水路配置の見直し、ため池からの水路の再整備（道路側溝との調整、

市街地近接地での遊水地）、いいで農文化

田園散居

散居周囲の水路・土塁、屋敷林の保全と育成、独立基礎の再評価（免

浸）、日常的な水と触れ合う文化、宅地周囲の水生態系の育成、

いいで散居文化

市街地
丘陵宅地・公共施設敷地の雨水浸透化、側溝と適度な遊水地の設置、段

丘の緑地保全、市街地周囲のグリーンインフラ、自然いいで里町文化

避難行動 水害対応の避難行動マニアル、緊急避難所の見直し、共同避難行動

地域防災 自主防災組織化、地区別計画の防災拡充化、地区別自然関係性計画（地区別NbS）

自然との関係の再構築での解決

いいで田園文化 に生きる

森を維持し楽しむ

いいで森文化 に生きる

川を守り親しみ

いいで川文化 に生きる

新鮮で美味しさを作り食べる

いいで農文化 に生きる

みどりと水と共存した

いいで散居文化 に生きる
自然をベースとした暮らし

いいで里町文化 に生きる

地域の自然を活用した安心した

いいで自然安心文化 に生きる



農村計画研究所（1985年～）の再興
飯豊町 いいで農村未来研究所 2022年7月～2024年8月

一般社団法人 いいで農村未来研究所 2024年8月
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